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研究チームの多様性が免疫アレルギー領域の 

研究成果に与える影響を解明 
～新しい多様性指標 o-index を用いたアレルギー領域での世界初の研究結果～ 

 

本研究成果のポイント 

○世界的に増加傾向にあるアレルギー疾患は、複数の臓器にまたがった症状が、患者ライ

フステージに応じて変遷することから、多様なアプローチが必要とされます。しかし、ア

レルギー・免疫学分野の研究チームの多様性が、研究成果にどのように影響するかは十分

に理解されておらず、その効果を明確にすることが課題となっていました。 

 

○本研究は、NIH、MRC、JSPS の資金を受けたアレルギー領域の研究チームを対象に、分野

研究成果と分野横断的な多様性および専門性との関係を初めて解明しました。  

 

○今後、各研究分野や資金提供の目的に応じた最適なチーム構成の設計が期待されます。 

 

京都府立医科大学大学院医学研究科 医療フロンティア展開学 特任講師 足立剛也、

ライデン大学コンピューターサイエンス学部 修士課程 成松紀佳、国立成育医療研究セ

ンター 免疫アレルギー・感染研究部 アレルギー研究室 室長 森田英明、自然科学研究機

構 特任教授 小泉 周らの研究グループは、アレルギーおよび免疫学分野における研究

チームの多様性が科学的成果に及ぼす影響を明らかにし、本件に関する論文が科学雑誌

『World Allergy Organization Journal』に 2024 年 12 月 13 日付けで掲載されました。 

本研究は、日本の科学研究費補助金（JSPS）、米国国立衛生研究所（NIH）、および英国医

療研究評議会（MRC）の資金を受けたチームを対象に、チーム構成の多様性と研究成果の関

係を調査しました。各機関での研究成果とチームの多様性との関連を、今回新たに開発し

た多様性指標である o-index (omnidisciplinary-index)を用いて多元的に解析した結果、

NIH や MRC では分野横断的な多様性が成果向上に関連している一方、JSPS では専門性の高

いチームがより高い成果を上げる傾向が見られました。本研究成果をもとに、今後は各研

究領域や資金提供の目的に応じた最適なチーム構成の設計が期待されます。 

 

 

【論文基礎情報】 

掲載誌情

報 

雑誌名 World Allergy Organization Journal 

発表媒体 ■ オンライン速報版 □ ペーパー発行 □ その他 

オンライン閲覧 可（URL）

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1939455124001364 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1939455124001364


 

掲載日 2024 年 12 月 13 日（日本時間） 
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英語：Research team diversity impacts scientific output in allergy 
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【論文概要】 

 

 
 

 



 

１. 研究分野の背景や問題点 

アレルギー疾患や免疫学の分野では、多分野的なアプローチが必要不可欠です。その原

因として、アレルギー疾患の多くが人生の長い期間にわたり症状を呈することが挙げられ

ます。これらの疾患は眼、耳、皮膚、鼻、呼吸器、消化器、腎、中枢神経など、複数の臓

器にまたがる症状を引き起こすため、診療において複数の診療科の併診が必要になる場合

があります。また、小児期から成人期までにかけて、疾患管理を担う診療科が変遷するこ

とも少なくありません。 

このような疾患の複雑性と幅広い影響を踏まえ、アレルギー疾患対策基本法に基づくア

レルギー疾患対策の推進、および免疫アレルギー疾患研究 10 か年戦略が策定されていま

す。この戦略は、免疫アレルギー疾患研究の現状を正確に把握し、疫学調査、基礎病態の

解明、治療開発、臨床研究を長期的かつ戦略的に進めるための具体的な研究事項を提示し

ています。 

本研究は、こうした国内の枠組みをふまえ、国際的な視点から研究チームの専門性や分

野横断的な多様性が研究成果にどのように影響を与えるかを分析することを目的としまし

た。アメリカ NIH、イギリス MRC、日本 JSPS の 3 つの主要な研究資金提供機関を対象とし、

各機関が異なる文化的・政策的背景のもとでどのように成果を生み出しているかに注目し

ました。   

 

２. 研究内容・成果の要点 

 

 



 

研究チームの構成がどのように研究成果に影響を与えるのか。これまで曖昧だったこの

課題について、アレルギー・免疫学分野を対象に詳しい分析を行いました。本研究では、

アメリカの国立衛生研究所（NIH）、イギリスの医療研究評議会（MRC）、そして日本の科学

研究費助成事業（JSPS）の基盤研究（A）から資金提供を受けた合計 33 チーム（6356 件の

論文）を対象に、研究チームの多様性と成果の関連を調査しました。 

 

チーム構成の多様性を測る３つの指標  

研究チームの多様性は、研究分野の広がりを示す「ASJC コード数」、研究分野のバラン

スを示す「Shannon-Wiener Index」、新たに開発した分野間の格差を示す「Omnidisciplinary 

Index（o-index）」を用いて評価。一方、研究成果は、論文の総数（研究の量）、引用数の

多い上位 1％の論文数（研究の質）、および上位 10％の論文数（研究の厚み＝持続性）で評

価しました。 

 

 



 

 
 

研究結果のポイント  

分析の結果、アレルギー研究の分野は高い水準にあり、学際性が重要な役割を果たして

いましたが、日米英のチーム間で多様性指標に大きな差は見られませんでした。しかし、

研究チーム構成の多様性と研究成果との関連性には違いが見られました。今回、JSPS につ

いては基盤研究（A）領域のアレルギーに関係する研究チームを解析していますが、これら

のチームの間では比較的専門性の高いチーム構成が研究成果に貢献していました。一方、

NIH や MRC では分野横断的な多様性が研究の量と質の向上に寄与している傾向が見られま

した。この結果は、国ごとの研究環境や資金提供プログラムの目的に応じたチーム構成が、

研究成果に与える影響の違いを示唆しています。 

また、チーム多様性の解釈はその定義によって異なることも明らかになりました。NIH や

MRC では、異なる分野の研究者をチームに迎えることが成果向上に寄与する一方、JSPS で

は各分野で深い専門性を持つメンバーが重要な役割を果たしていることが示唆されました。

今後、これらの指標を含めた複数の指標を統合的に評価することで、チームの多様性が研

究成果に与える影響をより深く理解することができると考えられます。 

 

 

３. 今後の展開と社会へのアピールポイント 

本研究は、異なる国や研究環境においてチーム多様性が研究成果に及ぼす影響を定量的

に評価したものであり、研究チームの構成戦略を最適化するための一助となる知見を提供

します。これにより、アレルギーや免疫学の分野だけでなく、他の多分野にまたがる研究

領域においても、多様な視点を取り入れたチーム構成が科学的進展とイノベーションの促

進につながることが期待されます。研究資金の効率的な活用や科学政策に対する示唆も含

め、本研究の成果が今後の科学技術発展に寄与することが期待されます。 
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